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学力向上だより 第１４号 武雄中学校教育目標

（２月１９日発行） 高い志と誇りを持ち、心豊かで
文責 学力向上担当 蓮田 健 輝く生徒の育成

＜高校入試直前コラム４＞今、習っていることが出るかもしれない。蓄えた力、すべ

て出し切ることを考える。

県立入試本番まであと僅か。すでに、みなさんが実力をつける時は終わりました。これから先
わず

は、その蓄えた力を本番ですべて出し切ることだけを考えましょう。
たくわ

とは言え、ではもう受験勉強を止めてもいいかというと、そういうわけにも行かないので、今

回は、残り少ない時間で何ができるか、何をやったらいいかということを前回に引き続き考えて

みることにしましょう。

.
■３年最後の学習内容が弱点の受験生は多い

入試の出題範囲は、中学校３年間の学習内容のすべてです。と言うことは、今、学校で習って
はん い

いる範囲からも出題されるということです。
はん い

過去の統計から正答率や通過率が低い問題を調べてみると、冬休み前頃から入試直前にかけて
か こ とうけい せいとうりつ つう か りつ

学校で習った内容の出来が悪いことが確認できます。１，２年生や３年の初めに習った内容は、

問題演習もたっぷり出来たはずですし、実力テストなどで理解度や定着度をチェックすることが

できました。しかし、最近習ったことはそれができません。そこで、どうしても準備不足で本番

に臨むことになってしまう受験生が多いのです。

.
■学校の授業は最後まで気を抜かない

もう学校の授業は関係ないなどと考えてはいけません。入試の出題者は、「これは最後の方の単

元だから」などと手加減はしてくれません。教科書の内容は全部学習したはずという前提で問題
て か げん ないよう ぜんてい

を出してきます。ですから、今まで以上に、良い意味での緊張感を持って学校の授業を受けるこ

とにしましょう。もしかしたら本番で「これ最近学校でやったばっかり」という問題にめぐり会

えるかもしれません。

.
■今を起点に、さかのぼって行く勉強法

繰り返しになりますが、３年生後半から終盤にかけて習った内容は、練習不足になりがちです。
しゆうばん

たとえば、数学の「三平方の定理」などは、どこかでそれを使うような問題が毎年出ていますが、

うまく使えない受験生が少なくありません。練習が不足しているからです。

そこで最後の勉強は、今習っていることを起点として、少しずつさかのぼって行き、できると

ころまで戻るという方法をお勧めします。
すす

※一部を割愛しています。(※割愛＝都合により省略すること)
かつあい
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